
1西 地上から見たときと、エレベーター内で見たときの両方で
考える練習をしよう。

（準 台枰は、乗っている物体と押し合う力である垂直抗力の
大きさを示す。今回、のせている物体は2.0kgであるが、
2.0kgの物体をのせ、つりあうときは N = 1 9 . 6 [ N］であるので

（目盛の値）こ
となる。
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の 続き
○エレベーター内から見たとき（非慣性系から見たとき）
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☆a=0/32 ⇒N=2 .0×9 .8
1：1簡のが
など N - 1 9 . 6

このとき目盛りは

d=2.0-------------------------の懟
（3

_

1ーーーー1で=パツが
静止しているのでつりあい

N = m g + m a
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